
（１）キク RPA

病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5 1000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病

初期

散布 6回以内

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ水和剤 1 1500～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

黒さび病 ﾏﾈｰｼﾞ乳剤 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 500～1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

黒斑病 ﾀﾞｺﾆｰﾙ1000 TPN水和剤 M5 1000倍 100～300㍑/10a 発病前～発病

初期

散布 6回以内

さび病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｸﾛｰﾙﾋﾟｸﾘﾝ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～5mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｱﾝﾋﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ水和剤 3 1000倍 150～300㍑/10a 発病初期 散布 7回以内

ｶﾅﾒﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ水和剤 7 劇 4000～8000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ｺﾛﾅﾌﾛｱﾌﾞﾙ 水和硫黄剤 "UN(I*) 800倍 100～300㍑/10a 散布 -

ｻﾌﾟﾛｰﾙ乳剤 ﾄﾘﾎﾘﾝ乳剤 3 1000～1500倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾏﾝｾﾞﾌﾞ水和剤 "UN(I*) 500～800倍 150～300㍑/10a - 散布 8回以内

ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ水和剤 11 2000～3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾁﾙﾄ乳剤25 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 3000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 3回以内

ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ水和剤 3 1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾄﾘﾌﾐﾝ乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ乳剤 3 1000倍 100～300㍑/10a - 散布 5回以内

ﾊﾞｼﾀｯｸ水和剤75 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ水和剤 7 500～1000倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ﾋﾟﾘｶｯﾄ乳剤 ｼﾞﾌﾙﾒﾄﾘﾑ乳剤 39 1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

ﾏﾈｰｼﾞ乳剤 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ乳剤 3 500～1000倍 0.2～0.3㍑/㎡ 発病初期 散布 6回以内

ﾗﾘｰ乳剤 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ乳剤 3 3000倍 200～300㍑/10a 発病初期 散布 5回以内

ｸﾛｰﾙﾋﾟｸﾘﾝ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～5mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

1㎡当り6錠 土壌くん蒸<圃場>｢1㎡当り6錠処理｣

地表面に所定量を散布処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ﾄﾞﾛｸﾛｰﾙ ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ燻蒸剤 8B 劇 <床土･堆肥>1穴当り

3～6mL<圃場>1穴当

り2～3mL

土壌くん蒸 2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

炭疽病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

灰色かび病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

半身萎凋病 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

べと病 ｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ水和剤 ﾏﾝﾈﾌﾞ水和剤 M3 400～650倍 100～300㍑/10a 発病初期 散布 8回以内

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩乳剤 6 1000～2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾄｸﾁｵﾝ乳剤 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ乳剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ﾊﾁﾊﾁ乳剤 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ乳剤 "21A(I*) 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

ﾌｧｲﾝｾｰﾌﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ ﾌﾛﾒﾄｷﾝ水和剤 34 劇 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ粒剤 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ粒剤 4A 1g/株 生育初期 株元散布 1回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

褐斑病

白絹病

白さび病

立枯病

劇8Bｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤

R7項



病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｳﾗﾗ50DF ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ水和剤 29 5000～10000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内

ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤 1A 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｽﾐﾁｵﾝ乳剤 MEP乳剤 1B 1000～2000倍 100～300㍑/10a - 散布 6回以内

ｱﾆｷ乳剤 ﾚﾋﾟﾒｸﾁﾝ乳剤 6 1000～2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 6回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 2500～5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水和剤 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ水和剤 28 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 4回以内

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ｾﾝﾁｭｳ類 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝくん蒸剤 8B 劇 1穴当り1錠 土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を

30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴

当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠

処理｣30×30cm毎に1錠処理する｡

2回以内(床土1

回以内､圃場1回

以内)

ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一に散布して土壌と

混和する｡

1回

ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ粉粒剤 "8F(I*) 劇 20～30kg/10a は種又は植付

前

本剤の所定量を均一に散布して土壌と

混和する｡

1回

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～40㍑/10a(1穴当

り1.5～4mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～40㍑/10a(1穴当

り1.5～4mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾈﾏﾄﾘﾝｴｰｽ粒剤 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ粒剤 1B 20～25kg/10a 定植前 全面土壌混和 1回

D-D D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾃﾛﾝ D-D剤 「-」→　8A,8A 劇 15～20㍑/10a(1穴当

り1.5～2mL)

作付の10～15

日前まで

1) 全面処理　耕起整地後､縦横30cm間

隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15～

20cmに所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡ 2) 作条処理　は種又は植

付前にあらかじめ予定された溝に30cm

間隔に所定量の薬液を注入し直ちに覆

土鎮圧する｡

1回

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ｵﾘｵﾝ水和剤40 ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ水和剤 1A 劇 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ｽﾀｰﾏｲﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ水和剤 25A 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ﾃﾙｽﾀｰ水和剤 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a - 散布 3回以内

ﾋﾟﾗﾆｶEW ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ乳剤 "21A(I*) 劇 1000～2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 1回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫

ｾﾝﾁｭｳ類(ﾊｶﾞﾚｾﾝﾁｭ

ｳを除く)

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

ﾊﾀﾞﾆ類

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ

R7項



病害虫名 薬剤名 農薬の種類 RAC 毒劇 使用濃度 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A 1000～2000倍 1㍑/㎡ 発生初期 灌注 5回以内

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ水溶剤 4A 1000～2000倍 1㍑/㎡ 発生初期 灌注 5回以内

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ水和剤 5 5000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ｵﾙﾄﾗﾝ水和剤 ｱｾﾌｪｰﾄ水和剤 1B 1000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

ｼﾞｪｲｴｰｽ粒剤 ｱｾﾌｪｰﾄ粒剤 1B 6～9kg/10a 発生初期 株元散布 5回以内

ｱｰﾃﾞﾝﾄ水和剤 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ水和剤 3A 1000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 5回以内

ｵﾝｺﾙ粒剤5 ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤 1A 9kg/10a 生育期 株元散布 3回以内

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ乳剤 15 2000倍 100～300㍑/10a 発生初期 散布 3回以内

ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ粒剤 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ粒剤 4A 2g/株 発生初期 生育期株元散布 4回以内

6～9kg/10a 定植時 植溝土壌混和又は株元散布 1回

9kg/10a 生育期 植溝土壌混和又は株元散布 3回以内

ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 13 劇 2000倍 150～300㍑/10a 発生初期 散布 2回以内

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

1Aﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ粒剤ｵﾝｺﾙ粒剤5

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

R7項


